
TBLの仕掛けを活かす
Immediate Feedback Assessment 

Technique
大教室で少人数グループワークを
楽しく真剣にやるための小道具

東京医科大学八王子医療センター リウマチ科
青木 昭子



Y大学 医学科3年生 100人
内科 アレルギーの病態と疾患

60分講義

講義の実例をご紹介します



授業の最初に“TBL”を紹介

1) 今日はTBLでアレルギーの講義をします
2) 事前課題の予習はなかったので，個人テスト
の結果は，成績に組み込みません。ピア評価も
ありません



問題用紙を配布(多肢選択式 4者択一10問）

3) 10分間
何も見ないで，ひとりで
回答して下さい。

 1問10秒(以下)で回答する
学生

 まったく無視する学生(他
の教科の試験勉強
中・・・）



4)グループで回答して下
さい。何を見てもよいで
す・・・10～15分

4～5人で1グループを
作ってもらい，1グルー
プに1枚スクラッチカー
ドを配布



チーム点

１回目＝５点
２回目＝２点
３回目＝１点
４回目＝０点

5) チーム点を計算して下さい
6) 50点のグループ，47点のグループ・・・



ほぼ全員参加で楽しそうです
1人で10問回答は5~6分で終わってしまいますが，
スクラッチカードを使ってグループで考えると12～15分かか
ります。

階段教室で少人数グループを作ります



ネットで検索



Immediate Feedback Assessment Technique

http://www.epsteineducation.com/home/about/



シートに合わせて選択肢
の順番を変更する



 準備確認(基本)の問題と応用問題の作問におい
て適度に難易度を変えて作問するのは困難

 教えたい内容を出題した問題だけでカバーする
ことができるか？



大教室で少人数グループワークを
学生が楽しく真剣にやるためのToolとしてImmediate 
Feedback Assessment Technique (スクラッチカー
ド)を使った講義を紹介しました。

180分の医療安全の講義(医
学科3年)に取り入れたとき
は国家試験の5者択一問題
を4者択一に変更して使い
ました。

いろいろ工夫して使えると
思います。
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